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沖
縄
遺
族
捜
し
の
旅 
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共
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代
表 
内
岡
貞
雄 

◇
は
じ
め
に 

 

「
沖
縄
県
出
身
者
の
犠
牲
者
が
ね
、
五
人
も
い
る
の

は
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
ね
」
。
故
山
口
武
信
元
代

表
が
た
び
た
び
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
私
は
い
つ
か

沖
縄
へ
遺
族
捜
し
に
行
か
ね
ば
と
思
っ
て
い
た
。 

 

昨
年
の
６
．
23
（
沖
縄
慰
霊
の
日
）
に
参
加
し
た
折
、

具
志
堅
隆
松
さ
ん
（
沖
縄
戦
遺
骨
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ガ
マ
フ
ヤ
ー
」
代
表
）
の
お
世
話
で
、
下
表
に
あ
る

方
々
の
予
備
調
査
を
行
っ
た
。
那
覇
市
と
沖
縄
市
は

さ
て
お
き
、
名
護
市
内
三
区
の
呉
我
（
ご
が
）
、
源
河

（
げ
ん
か
）
、
安
部
（
あ
ぶ
）
は
、
区
長
さ
ん
の
丁
寧

な
電
話
対
応
に
少
な
か
ら
ず
期
待
を
抱
く
こ
と
が
で

き
た
。 

 

今
年
の
11
月
28
日
（
月
）
～
30
日
（
水
）
に
か
け

て
遺
族
捜
し
の
旅
に
出
か
け
た
。
ま
ず
28
日
の
午
後

１
時
か
ら
県
庁
記
者
ク
ラ
ブ
で
記
者
会
見
に
臨
ん
だ
。

こ
の
会
見
は
前
述
の
具
志
堅
さ
ん
が
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

 

◇
記
者
会
見
（
県
庁
記
者
ク
ラ
ブ
） 

 

会
見
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
沖
縄
恨
之
碑
の
会
」
の

安
里
英
子
代
表
と
上
間
芳
子
事
務
局
員
の
お
二
人
に

も
同
席
い
た
だ
い
た
。
戦
時
中
、
韓
国
人
・
朝
鮮
人

の
命
が
軽
ん
じ
ら
れ
人
権
が
蹂
躙
さ
れ
た
。
「
恨
之

碑
の
会
」
は
、
朝
鮮
人
の
誇
り
と
名
誉
を
取
り
戻
す

運
動
の
最
中
で
、
私
た
ち
「
刻
む
会
」
と
重
な
る
部

分
を
持
つ
。
安
里
代
表
は
、
「
平
和
の
礎
」
に
沖
縄

戦
で
犠
牲
に
な
っ
た
二
人
の
朝
鮮
人
の
刻
銘
を
要
望

し
て
い
る
と
い
う
訴
え
を
さ
れ
た
。 

 

会
見
で
、
長
生
炭
鉱
の
水
没
事
故
は
「
人
災
」
で

あ
り
、
多
く
の
朝
鮮
人
が
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
た
歴

史
を
説
明
し
た
。
そ
の
後
、
遺
族
に
会
っ
た
ら
ど
ん

な
こ
と
を
伝
え
た
い
か
と
い
う
記
者
か
ら
の
質
問
が

あ
っ
た
。
「
74
年
前
の
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
と
２
０

１
３
年
２
月
に
追
悼
碑
を
建
立
し
た
こ
と
、
し
か
し

犠
牲
者
の
遺
骨
は
海
底
下
三
十
メ
ー
ト
ル
前
後
の
坑

道
内
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
」
、
を
ま
ず

伝
え
た
い
と
答
え
た
。
隣
席
の
具
志
堅
さ
ん
が
、 

「
戦
争
遂
行
の
た
め
に
石 

炭
増
産
が
奨
励
さ
れ
、
炭 

鉱
労
働
者
は
『
産
業
戦
士
』 

と
呼
ば
れ
た
。
彼
等
は
明 

ら
か
に
国
策
の
犠
牲
者
で 

あ
り
、
国
の
責
任
を
考
え 

な
い
と
い
け
な
い
」
と
補 

足
さ
れ
た
。 

 

犠牲者氏名(年齢） 当時の沖縄の住所 家族名

新垣 加那さん (46) 那覇市首里赤平町 甥・三郎さん

新垣 永光さん (40) 名護市安部 父・永壱さん

大城 惣助さん (41) 名護市呉我 妻・貞子さん

島袋 貞清さん (52) 名護市源河 母・マトカさん

仲松 三良さん (44) 沖縄市(旧越来村久田) 長男・勇さん

長生炭鉱水没事故の県出身犠牲者の情報

沖縄タイムス(2016.11.29)　　「刻む会」情報提供
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県庁記者クラブでの記者会見 

現在の沖縄の住所 
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◇
犠
牲
者
の
兄
の
孫
・
新
垣
砂
雄
さ
ん 

 
29
日
午
後
か
ら
名
護
市
の
市
議
会
議
員
大
城
敬
人

（
よ
し
た
み
）
さ
ん
の
お
世
話
で
、
呉
我
区
・
源
河

区
を
聞
き
取
り
し
て
回
り
、
安
部
地
区
に
着
い
た
の

は
午
後
四
時
を
過
ぎ
て
い
た
。
安
部
地
区
の
新
垣
砂

雄
さ
ん
は
犠
牲
者
・
新
垣
永
光
さ
ん
の
兄
の
孫
に
あ

た
る
。
（
砂
雄
さ
ん
か
ら
見
る
と
祖
父
の
弟
）
約
束

の
時
間
を
大
幅
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
が
、
當
山
真
寿

美
区
長
さ
ん
の
執
り
成
し
で
、
畑
仕
事
中
の
新
垣
砂

雄
さ
ん
と
お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

砂
雄
さ
ん
は
昨
日
、
家
系
図
を
見
た
と
い
う
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
父
は
新
垣
永
一
、
祖
父
の
弟
は
新
垣

永
幸
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
長
男
砂
雄
さ
ん
の

自
宅
は
安
部
公
民
館
の
隣
家
で
、
彼
は
両
親
の
仏
壇

を
見
て
い
る
。
犠
牲
者
・
新
垣
永
幸
さ
ん
は
三
男
で
、

子
ど
も
は
な
く
、
名
護
市
に
住
む
砂
雄
さ
ん
の
弟
が

永
幸
さ
ん
の
仏
壇
等
の
世
話
を
し
て
い
る
。
墓
は
兄

弟
み
ん
な
で
守
っ
て
い
る
。
早
い
う
ち
に
、
弟
さ
ん

に
長
生
炭
鉱
の
件
で
訪
問
者
が
あ
っ
た
事
を
知
ら
せ

た
い
と
言
わ
れ
た
。
砂
雄
さ
ん
は
65
歳
で
あ
る
。
本

土
で
様
々
な
仕
事
を
し
た
が
、
今
は
安
部
区
の
畑
で

カ
ボ
チ
ャ
を
作
っ
て
い
る
。 

 

別
れ
際
に
、
「
祖
父
の
弟
の
事
で
沖
縄
ま
で
来
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
有
り
難
く
思
い
ま
す
」
と
一
礼

さ
れ
た
。
私
た
ち
は
笑
顔
で
握
手
し
再
会
を
期
し
た
。 

◇
犠
牲
者
の
長
男
・
大
城
惣
徳
（
お
お
し
ろ
そ
う
と
く
）

さ
ん 

 
 

沖
縄
訪
問
最
終
日
（
30
日
）
の
午
前
11
時
過
ぎ
、

市
会
議
員
の
大
城
敬
人
さ
ん
か
ら
「
遺
族
の
大
城
惣

徳
さ
ん
の
自
宅
が
分
か
っ
た
」
と
い
う
連
絡
が
入
る
。

す
ぐ
さ
ま
浦
添
市
へ
向
か
い
、
敬
人
さ
ん
と
合
流
し

た
。 

 

以
下
は
本
人
か
ら
聞
き
取
っ
た
内
容
で
あ
る
。 

・
１
９
３
８
年
に
宇
部
で
生
ま
れ
、
事
故
の
時
は
４

歳
だ
っ
た
。 

・
事
故
後
、
母
は
、
私

と
次
男
の
宗
吉
そ
し

て
や
が
て
生
ま
れ
る

三
男
の
惣
成
と
、
故

郷
の
本
部
町
へ
帰
っ

た
。 

・
会
社
か
ら
貰
っ
た
の

は
石
こ
ろ
３
個
が
入

っ
た
箱
と
わ
ず
か
の

弔
慰
金
（
本
人
は
補
償
金
と
い
う
）
。 

・
帰
郷
後
、
や
が
て
犠
牲
者
惣
助
さ
ん
の
故
郷
（
国

頭
郡
羽
地
村
、
現
在
は
名
護
市
呉
我
）
に
移
っ
た
。 

・
長
男
・
惣
徳
さ
ん
は
小
学
校
を
卒
業
し
た
12
歳
か

ら
一
家
を
支
え
る
た
め
に
、
馬
の
世
話
や
木
材
搬

出
・
運
搬
の
仕
事
、
日
雇
い
土
木
等
々
、
き
つ
い

力
仕
事
を
し
た
。
浦
添
市
に
移
り
住
ん
で
か
ら
は

タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
仕
事
を
し
た
。 

・
惣
徳
さ
ん
は
78
歳
で
、
二
年
前
に
食
道
癌
の
手
術

を
し
た
。
今
は
声
帯
回
復
に
つ
と
め
て
い
る
。 

・
宇
部
は
生
ま
れ
た
所
な
の
で
、
一
度
行
っ
て
み
た

い
。 

・
惣
徳
さ
ん
は
、
事
故
の
事
や
宇
部
の
記
憶
は
な
い

が
、
母
親
貞
子
さ
ん
か
ら
水
没
事
故
の
様
子
や
遺

骨
が
ま
だ
収
拾
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
お
父
さ
ん

の
人
と
な
り
を
聞
い
て
い
た
。 

・
惣
助
さ
ん
の
お
墓
は
名
護
市
呉
我
に
あ
る
が
、
三

三
回
忌
以
降
は
訪
ね
る
回
数
も
少
な
く
な
っ
た
と

い
う
。 

・
戦
前
に
貞
子
さ
ん
は
実
父
を
訪
ね
長
生
炭
鉱
に
行

き
、
そ
こ
で
惣
助
さ
ん
と
出
会
っ
て
結
婚
し
た
。 

・
帰
沖
し
て
か
ら
長
男
の
惣
徳
さ
ん
は
病
弱
な
母
親

を
助
け
な
が
ら
、
弟
と
妹
の
面
倒
を
見
て
き
た
。 

 

惣
徳
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
訪
問
に
戸
惑
い
を
見
せ

な
が
ら
も
、
次
第
に
柔
和
な
お
顔
で
話
さ
れ
た
。
私

は
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。 

 

来
年
２
月
18
日
（
土
）
の
75
周
年
追
悼
式
の
案
内

を
し
て
訪
問
を
終
え
た
。 

◇
終
わ
り
に 

 

今
回
の
遺
族
捜
し
で
二
人
の
遺
族
が
判
明
し
た
。

お
二
人
か
ら
の
聞
き
取
り
は
、
時
間
の
制
約
も
あ
り

十
分
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
、
今
後
少
し
ず
つ
信
頼

関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
、
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
思
う
。 

 

今
回
の
成
果
の
背
景
に
は
、
沖
縄
の
人
た
ち
の
広

範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
。
「
ガ
マ
フ
ヤ
ー
」

代
表
具
志
堅
隆
松
さ
ん
を
は
じ
め
、
紹
介
い
た
だ
い

た
市
会
議
員
の
大
城
敬
人
さ
ん
（
10
期
40
年
近
い
議

員
生
活
）
は
「
沖
縄
戦
・
反
基
地
の
闘
い
」
を
通
し

地
域
住
民
と
日
常
的
に
繋
が
っ
て
い
た
。 

 

沖
縄
の
遺
族
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
国
へ

の
要
請
、
す
な
わ
ち
、
遺
骨
引
き
揚
げ
の
要
求
を
行

っ
て
い
き
た
い
。 

 

遺
族
の
皆
さ
ん
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
一
日
も
早

く
海
底
下
の
遺
骨
を
故
郷
へ
お
返
し
で
き
る
様
、
取

り
組
み
を
強
め
た
い
と
思
う
。 

 

犠牲者氏名(年齢） 当時の沖縄の住所 家族名

新垣 加那さん (46) 那覇市首里赤平町 甥・三郎さん

新垣 永光さん (40) 名護市安部 父・永壱さん

大城 惣助さん (41) 名護市呉我 妻・貞子さん

島袋 貞清さん (52) 名護市源河 母・マトカさん

仲松 三良さん (44) 沖縄市(旧越来村久田) 長男・勇さん

長生炭鉱水没事故の県出身犠牲者の情報

沖縄タイムス(2016.11.29)　　「刻む会」情報提供

大城惣徳さん(中央)の自宅にて 
右は大城敬人市議会議員 
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共
同
代
表 

 

内
岡
貞
雄 

 

【
は
じ
め
に
】 

 

全
南
大
学
生
（
20
名
）
と
メ
ン
・
チ
ヒ
さ
ん
（
リ
ー

ダ
ー
）
の
一
行
は
、
11
月
４
日
（
金
）
早
朝
に
韓
国

の
光
州
（
ク
ァ
ン
ジ
ュ
）
を
出
発
、
４
時
間
余
り
バ
ス

に
揺
ら
れ
て
プ
サ
ン
金
海
空
港
に
到
着
し
た
。
そ
れ

か
ら
空
路
で
福
岡
空
港
入
り
、
下
関
の
阿
弥
陀
町
で

下
車
し
た
後
に
長
生
炭
鉱
へ
向
か
っ
た
。
長
生
炭
鉱

の
現
地
で
は
２
時
間
程
か
け
て
、
「
追
悼
ひ
ろ
ば
」

→
「
長
生
炭
鉱
第
二
坑
」
→
「
長
生
炭
鉱
社
宅
（
炭

住
跡
」
→
「
朝
鮮
人
寮
（
収
容
所
）
」
→
「
炭
鉱
（
ヤ

マ
）
の
神
祠
」
→
「
本
坑
口
跡
」
→
「
長
生
海
岸
（
献

花
）
」
を
回
っ
た
。 

 

『
青
春
の
風
』
（
チ
ョ
ン
チ
ュ
ン
パ
ラ
ム
、
今
回
の
歴

史
紀
行
の
テ
ー
マ
）
の
も
と
、
若
い
皆
さ
ん
は
「
過
去

の
歴
史
」
と
向
き
合
う
ひ
と
と
き
を
持
て
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。 

 

【
下
関
に
て
】 

 

チ
ヒ
さ
ん
の
要
望
で
「
日
清
講
和
記
念
館
」
の
見

学
を
す
る
。
「
ニ
ッ
コ
リ
会
」
代
表 

鍬
野
さ
ん
の
ハ

ン
グ
ル
に
よ
る
説
明
に
学
生
さ
ん
達
は
頷
い
て
い
た
。

日
清
戦
争
（
１
８
９
４
年
７
月
～
翌
年
３
月
）
は
、

農
民
蜂
起
を
指
導
者
し
た
全
琫
準
（
チ
ョ
ン
・
ボ
ン
ジ

ュ
ン
）
と
朝
鮮
王
朝
と
の
内
乱
に
つ
け
込
ん
だ
日
本

軍
が
、
朝
鮮
半
島
を
戦
場
と
し
清
国
と
は
じ
め
た
戦

争
で
あ
る
。
下
関
講
和
条
約
第
１
条
で
「
朝
鮮
の
独

立
」
を
清
国
に
認
め
さ
せ
た
日
本
帝
国
は
、
朝
鮮
植

民
地
支
配
の
足
掛
か
り
を
つ
か
む
。
ま
た
、
清
国
に

３
億
円
（
当
時
の
日
本
国
家
予
算
の
4.2
倍
に
該
当
）

の
賠
償
金
を
支
払
わ
せ
、
「
戦
争
は
儲
か
る
も
の
」

と
い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
行
っ
た
。 

 

赤
間
神
宮
前
の
阿
弥
陀
寺
公
園
内
の
「
朝
鮮
通
信

使
上
陸
淹
留
之
地
の
石
碑
」（
２
０
０
１
年
８
月
竣
工
）

は
、
今
年
１
月
、
日
韓
の
民
間
団
体
が
共
同
で
世
界

記
憶
遺
産
に
申
請
し
た
こ
と
を
説
明
、
隣
接
す
る

国
々
と
の
友
好
・
平
和
は
、
昔
も
今
も
こ
れ
か
ら
も

大
切
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。 

 

【
長
生
炭
鉱
FW
】 

 

長
生
炭
鉱
の
「
追
悼
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
韓
国
遺
族

会
の
追
悼
文
・
「
刻
む
会
」
の
追
悼
文
・
ひ
ろ
ば
の

説
明
文 

を
学
生
さ
ん
に
ハ
ン
グ
ル
の
部
分
を
読
ん

で
も
ら
う
。
３
人
の
学
生
さ
ん
は
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を

片
手
に
流
暢
な
韓
国
語
で
読
み
続
け
、
学
生
さ
ん
ら

も
集
中
し
て
い
た
。
小
畑
事
務
局
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
日
韓
の
平
和
と
友
好
を
若
い
皆
さ
ん
と

共
に
担
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
す
る
。 

 

１
９
３
９
年
に
建
て
ら
れ
た
「
合
宿
寮
」
（
募
集

で
連
行
し
た
朝
鮮
人
を
収
容
し
た
場
所
）
で
、
ど
れ

ほ
ど
多
く
の
朝
鮮
人
若
者
が
故
郷
を
思
い
出
し
涙
し

た
か
、
ま
た
１
９
４
２
年
２
月
３
日
の
事
故
で
80
名

以
上
の
若
い
命
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
（
家
族
持
ち
の

朝
鮮
人
犠
牲
者
は
50
名
）
、
事
故
は
当
時
の
鉱
山
法
に

違
反
し
た
人
災
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。 

 

長
生
海
岸
で
犠
牲
者
を
悼
み
、
各
自
が
献
花
を
し

た
。
彼
ら
彼
女
ら
は
献
花
後
も
、
し
ば
ら
く
ピ
ー
ヤ

沖
を
見
つ
め
て
い
た
の
は
、
き
っ
と
心
に
記
憶
し
た

い
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

【
大
学
生
３
人
の
感
想
】 

○
下
関
で
の
李
鴻
章
の
話
や
長
生
炭
鉱
の
事
は
教
科

書
に
も
な
か
っ
た
こ
と
で
実
際
に
見
ら
れ
て
よ
か

っ
た
。 

○
今
朝
早
か
っ
た
の
で
、
バ
ス
の
中
で
は
船
を
漕
い

で
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
長
生
炭
鉱
の

現
場
を
見
て
分
か
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
水

没
事
故
の
事
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。 

○
本
当
は
韓
国
や
日
本
の
国
が
追
悼
碑
を
建
立
し
た

り
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
に
、
「
刻
む
会
」
や

日
本
の
方
々
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま

し
た
。
多
く
の
人
に
も
知
ら
せ
な
く
て
は
と
思
い

ま
し
た
。 

 
 

 
 

         
 

ひろばの説明をﾊﾝｸﾞﾙで読む 
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差
別
反
対
、
仲
良
く
し
よ
う
と
パ
レ
ー
ド 

第
３
回
ニ
ッ
コ
リ
し
よ
う
パ
レ
ー
ド
in
下
関 

事
務
局 

鍬
野
保
雄 

  

第
３
回
ニ
ッ
コ
リ
し
よ
う
パ
レ
ー
ド
in
下
関
が
晩

秋
の
11
月
23
日
、
リ
ト
ル
釜
山
フ
ェ
ス
タ
や
農
業
祭
、

さ
か
な
祭
で
賑
わ
う
下
関
市
内
の
公
園
で
行
わ
れ
、

市
中
行
進
を
行
っ
た
。 

 

 

不
安
だ
っ
た
天
候
も
雨
も
降
ら
ず
に
安
堵
す
る
中

で
、
日
本
と
コ
リ
ア
（
韓
国
、
朝
鮮
）
の
市
民
同
士
が

仲
良
く
し
よ
う
と
い
う
主
旨
に
賛
同
す
る
多
く
の
市

民
の
参
加
の
中
で
行
わ
れ
、
〝
差
別
を
無
く
し
、
仲

良
く
生
き
よ
う
、
朝
鮮
学
校
を
差
別
す
る
な
、
下
関

を
真
の
国
際
都
市
に
〟
と
街
の
人
々
に
訴
え
た
。 

 

集
会
は
先
ず
、
シ
ス
タ
ー
山
本
の
歌
で
始
ま
っ
た
。

そ
し
て
主
催
者
代
表
が
「
朝
鮮
学
校
へ
の
高
校
無
償

化
も
朝
鮮
学
校
助
成
金
復
活
、
国
連
人
権
機
関
が
日

本
政
府
へ
、
是
正
と
教
育
差
別
禁
止
条
約
へ
の
加
入

を
勧
告
し
て
い
る
。
国
連
人
権
機
関
の
勧
告
に
法
的

拘
束
力
は
な
い
と
し
て
そ
れ
を
守
ら
な
い
こ
と
は
、

日
本
の
人
権
が
国
際
人
権
水
準
を
大
き
く
下
回
る
こ

と
に
な
り
、
カ
ロ
ー
シ
や
カ
ロ
ー
自
殺
、
重
度
障
碍

者
へ
の
差
別
意
識
を
生
ん
で
い
る
。
私
た
ち
は
世
界

人
権
宣
言
の
精
神
を
ふ
ま
え
て
、
安
倍
政
権
と
そ
れ

に
追
随
す
る
行
政
に
〝
差
別
を
止
め
て
、
仲
良
く
し

よ
う
〟
〝
朝
鮮
学
校
差
別
を
止
め
よ
う
〟
」
と
訴
え

た
。 

 

各
議
員
の
挨
拶
、
朝
鮮
学
校
の
オ
モ
ニ
会
や
先
生

達
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
心
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

り
、
今
年
60
周
年
を
迎
え
た
山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校

の
校
長
先
生
か
ら
も
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
、「
下

関
は
私
た
ち
在
日
コ
リ
ア
ン
の
出
発
地
点
で
す
」
と

の
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

 

続
い
て
行
橋
市
市
議
に
よ
る
熊
本
地
震
の
お
り

「
朝
鮮
人
が
井
戸
に
毒
を
投
げ
た
」
と
い
う
ネ
ッ
ト

上
の
差
別
発
言
容
認
の
記
事
の
書
き
込
み
に
つ
い
て

「
公
人
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
反
対
す
る
会
」
の
松

岡
さ
ん
か
ら
の
訴
え
や
、
「
山
口
県
児
童
養
護
施
設

に
お
け
る
暴
力
事
件
」
を
巡
る
裁
判
を
闘
っ
た
広
岡

さ
ん
の
ア
ピ
ー
ル
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
韓
国
伝
統
舞
踊
サ
ム
ル
ノ
リ
を
福
岡
の

ビ
ビ
ム
タ
！
チ
ャ
ン
ゴ
教
室
メ
ン
バ
ー
が
鮮
や
か
に

躍
っ
た
。
そ
の
列
に
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
付
い
て

回
っ
て
い
る
の
が
ほ
ほ
え
ま
し
か
っ
た
。 

 

み
ん
な
が
期
待
し
て
い
た
「
歌
う
ロ
ボ
ッ
ト
」
と

の
共
演
は
、
こ
ち
ら
側
の
準
備
不
足
で
ロ
ボ
ッ
ト
の

バ
ッ
テ
リ
ー
上
が
っ
て
し
ま
い
、
ロ
ボ
ッ
ト
無
し
の

ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
・
ヘ
ヴ
ィ
メ
タ
ル
の
ツ
ヨ
シ
・
グ
リ

フ
ォ
ン
さ
ん
の
演
奏
が
鳴
り
響
い
た
。
残
念
！
ま
こ

と
に
申
し
訳
な
か
っ
た
。 

 

そ
し
て
、
集
ま
っ
た
人
々
の
集
合
写
真
を
撮
っ
て

か
ら
、
パ
レ
ー
ド
へ
。
み
ん
な
手
に
手
に
ボ
ー
ド
や

「すべての外国人学校に愛を」

の横断幕を掲げて行進 

60 周年を迎えた山口朝鮮初

中級学校の呉校長先生 

下関は在日コリアンの出発の

地であり故郷であると。 

ツ
ヨ
シ
グ
リ
フ
ォ
ン
さ
ん 

シ
ス
タ
ー
山
本
さ
ん 

手に手にアピールを持って  

サムルノリを演じてくれたビビムタ！

チャンゴ教室 
バザー前、友との出会い 
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風
船
を
持
ち
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
飛
ば
し
て
行
進
。
市

民
に
「
差
別
に
反
対
、
仲
良
く
生
き
よ
う
」
「
下
関

市
を
国
際
的
な
町
に
」
「
国
連
勧
告
守
れ
」
等
と
声

を
上
げ
て
道
行
く
人
々
に
訴
え
た
。
今
回
い
ろ
ん
な

人
が
マ
イ
ク
を
も
っ
て
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。 

 

戦
後
71
年
間
、
ず
っ
と
差
別
を
受
け
続
け
て
来
た

在
日
コ
リ
ア
ン
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
こ
の
差
別
政

治
を
止
め
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
も
日
本
人
が
在
日
コ
リ
ア
ン
差
別
に
反
対
し
て
共

に
生
き
よ
う
と
集
会
を
持
ち
パ
レ
ー
ド
を
し
た
こ
と

は
安
倍
首
相
の
「
足
元
」
で
意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ

た
。 

 

準
備
期
間
の
短
い
中
で
多
く
の
方
々
の
賛
同
カ
ン

パ
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
80
名
を
超
え
る
人
々
が
参
加

し
て
く
れ
た
こ
と
に
自
信
を
持
ち
た
い
。 

 

そ
し
て
私
は
以
下
の
こ
と
を
確
信
し
た
。
そ
の
一

つ
は
日
本
政
府
が
今
な
お
、
ユ
ネ
ス
コ
の
教
育
差
別

禁
止
条
約
（
１
９
６
０
年
採
択
）
を
批
准
せ
ず
、
朝

鮮

学

校

差

別

を

続

け

て

い

る
こ
と
。
２
０

１

４

年

の

人

種

差

別

撤

廃

委

員

会

に

よ

る

朝

鮮

学

校

へ

の

差

別

是

正

の

日

本

政

府

へ

の

勧

告

の
中
で
は
、
こ
の
条
約
加
盟
を
勧
告
さ
れ
て
い
る
。

次
に
世
界
人
権
宣
言
（
１
９
４
８
年
国
連
総
会
採
択
）
の

「
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ

そ
の
尊
厳
と
権
利
に
お
い
て
平
等
で
あ
り
、
差
別
し

て
は
な
ら
な
い
」
（
第
１
条
、
２
条
よ
り
）
の
重
み
で

あ
る
。
日
本
は
平
和
憲
法
に
よ
り
基
本
的
人
権
は
保

障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
日
本
政
府
の
立
場
で
あ

る
が
、
敗
戦
後
、
在
日
コ
リ
ア
ン
を
一
方
的
に
外
国

人
化
し
、
教
育
差
別
禁
止
条
約
を
批
准
せ
ず
、
ま
た

世
界
人
権
宣
言
に
反
し
た
差
別
行
政
を
し
て
い
る
こ

と
は
、
こ
の
国
政
府
の
戦
前
と
変
わ
ら
な
い
植
民
地

主
義
の
体
質
が
露
呈
し
て
い
る
。
戦
後
民
主
主
義
で

日
本
国
民
に
は
基
本
的
人
権
、
民
主
主
義
が
保
障
さ

れ
た
が
、
在
日
コ
リ
ア
ン
に
は
戦
前
の
抑
圧
と
差
別

が
今
な
お
本
質
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
。 

 

そ
う
い
う
中
で
本
年
６
月
３
日
、
「
本
邦
外
出
身

者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た

取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
（
い
わ
ゆ
る
「
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」
）
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
第
３
条

は
「
国
民
は
、
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差

別
的
言
動
の
解
消
の
必
要
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差

別
的
言
動
の
な
い
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
定
め
て
い
る
。 

 

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
止
め
よ
う
」
と
訴
え
る
こ

と
は
今
や
国
民
の
義
務
と
な
っ
て
い
る
。
朝
鮮
学
校

へ
の
差
別
政
策
も
国
連
が
認
め
な
い
差
別
で
あ
り
是

正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
日
本
政
府
が
問

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
主
権
者
日
本
国
民
が
問

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
私
た
ち
の
行
動
は
ま
さ

に
世
界
か
ら
日
本
に
求
め
ら
れ
る
人
権
水
準
に
日
本

の
人
権
を
押
し
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
る
。 

 

最
後
に
、
来
年
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、

さ
ら
に
楽
し
く
有
意
義
な
差
別
反
対
の
人
権
集
会
と

パ
レ
ー
ド
が
で
き
る
よ
う
に
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
１
年
間
の
活
動
を
、
み
ん
な

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
有
意
義
で
か
つ
楽
し
い
場
を
つ
く

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

한마음（ハンマウム、一つの心）

で差別のない社会を！ 

絵は山口朝鮮初中級学校生徒た

ちの描いたもの。 

集合写真、これからパレードに向います！ 
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会計報告（2016 年 9 月 1 日〜2016 年 11 月 30 日） （円） 

【一般会計】 
  科 目 年度予算 期間実績 実績累計 率 備考 
  歳入           

1 会費 360,000 61,000 427,000 118.6%   

2 寄付金 1,200,000 69,460 454,991 37.9% ※ 

3 物販 60,000 1,000 13,900 23.2%   

  証言・資料集 30,000 1,000 7,600 25.3%   

  その他 30,000 0 6,300 21.0%   

4 雑収入 5,000 4,080 4,080 81.6%   

5 前期繰越金 0 0 0     

6 特別会計より繰入 0 0 0     

  合  計 1,625,000 135,540 899,971 55.4%   
                歳出           

1 事務費 55,000 9,643 49,462 89.9%   

2 広報費 280,000 48,030 89,749 32.1%   
3 会議費 30,000 0 0 0.0%   

4 追悼碑管理費 10,000 3,727 6,843 68.4% 電気代、修繕費 
5 活動費 820,000 53,716 131,371 16.0%   

  学習会等 70,000 0 62,029 88.6%   
  追悼集会 500,000 0 0 0.0%   
  その他活動 250,000 53,716 69,342 27.7% 訪韓土産、諸派遣 
6 他団体会費等 50,000 3,000 13,000 26.0%   

7 雑支出 40,000 4,896 17,556 43.9%   
 手数料 20,000 4,896 12,556 62.8%   

 その他 20,000 0 5,000 25.0%   
8 予備費 40,000 0 0 0.0%   

  小  計 1,325,000 123,012 307,981 23.2%   
9 特別会計へ繰出 300,000 0 0 0.0%   

10 繰越金 0 12,528 591,990     
  合  計 1,625,000 135,540 899,971 55.4%   

※ 寄付者（敬称略） 

 石田 耕一 出穂 敏恵 今本 陽子 浦部 昭一 呉 世 憲 岡田美代子 

 小田 隆弘 河合 喜代 川上 和恒 川口 玉留 木下美佐江 木原 千成 

 古賀 明江 小暮 房子 坂  貞子 島村眞知子 愼  民子 関谷 陽子 

 田上  中 田崎 敏孝 田中 真理 谷本 育紀 戸井 幸子 鳥野小百合 

 中山 幸雄 舛冨あさ子 三浦  翠 全南大学有志 （その他匿名 4 名） 

会員数（2016 年 12 月 16 日現在） 

   正会員 95 名（個人 85 名・団体 10 名）／賛助会員 193 名（個人 186 名・団体 7 名）／寄付者 100 名 

 

【追悼碑特別会計】     

収入     支出     

科目 金額 備考 科目 金額 備考 

前年度繰越金 1,978,116         

繰入金 0   繰越金 1,978,116   

合 計 1,978,116   合 計 1,978,116   

      

【遺骨収集等特別会計】     

収入     支出     

科目 金額 備考 科目 金額 備考 

前年度繰越金 1,517,660        

繰入金 0   繰越金 1,517,660   

合 計 1,517,660   合 計 1,517,660   

 

以上感謝をもってご報告いたします。引き続きのご支援をお願い申し上げます。 
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運
営
委
員
会
報
告
（
２
０
１
６
年
９
月
24
日
〜
２
０
１
６
年
12
月
16
日
） 

事
務
局
長 

小
畑
太
作 

【
委
員
会
開
催
】 

１
．
第
７
回 

10
月
21
日
（
金
）
欠
席
３
名
。 

２
．
第
８
回 

11
月
24
日
（
木
）
欠
席
３
名
。 

３
．
第
９
回 
12
月
15
日
（
金
）
欠
席
３
名
。 

【
追
悼
ひ
ろ
ば
】 

韓
国
在
住
の
美
術
家
に
よ
る
脚
本
『
ア
ボ
ジ
は
海

の
底
』
に
沿
っ
た
絵
画
設
置
の
連
絡
調
整
。 

【
遺
骨
等
収
拾
】 

１
．
政
府
交
渉
の
た
め
に
仲
介
を
要
請
し
て
い
た

地
元
国
会
議
員
が
辞
退
し
た
た
め
、
別
議
員
に

仲
介
を
依
頼
す
る
た
め
の
準
備
に
着
手
。 

２
．
遺
族
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
引
き
続
き
作
成
中
。

在
日
遺
族
の
DNA
検
体
採
取
を
計
画
。 

３
．
沖
縄
在
住
の
遺
族
を
探
す
た
め
、
内
岡
共
同

代
表
を
派
遣
。
２
名
の
遺
族
の
所
在
が
判
明
。 

【
追
悼
集
会
】 

来
会
予
定
の
韓
国
観
音
宗
と
の
連
絡
調
整
及
び
実

施
内
容
に
つ
い
て
検
討
。 

【
宇
部
市
長
と
の
協
議
】 

第
32

回
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
問
題
解
決
協
議
会

（
11
月
29
日(

火)

）
に
参
加
。
市
役
所
側
は
、
従
来

の
地
域
福
祉
課
・
教
育
委
員
会
・
国
際
政
策
課
に

加
え
て
、
こ
の
度
は
広
聴
課
よ
り
計
５
名
が
出
席
。

市
民
側
は
５
名
（
「
刻
む
会
」
運
営
委
員
な
ら
び
に
会

員
）
が
参
加
。 

１
．
ピ
ー
ヤ
の
説
明
板
に
つ
い
て 

11
月
30
日(

水)

「
長
生
炭
鉱
の
ピ
ー
ヤ
（
旧
長
生
炭

鉱
排
気
竪
坑
）
に
関
す
る
説
明
板
に
つ
い
て
の
要
望
」

を
有
識
者
・
団
体
代
表
な
ど
43
名
の
賛
同
者
を
得
て

提
出(

Ｐ
８
～
９
参
照)

。 

２
．
ピ
ー
ヤ
等
の
保
存 

ピ
ー
ヤ
の
史
跡
登
録
の
申
請
に
つ
い
て
、
市
教
委
が

「
所
有
者
な
し
」
を
理
由
に
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
の

法
的
根
拠
に
つ
い
て
協
議
。
史
跡
登
録
が
不
可
と
い

う
な
ら
ば
、
他
の
保
護
措
置
の
提
案
を
要
求
。 

護
岸
工
事
に
つ
い
て
は
、
ピ
ー
ヤ
が
遠
く
な
る
こ
と

に
対
し
て
、
追
悼
集
会
開
催
の
た
め
、
現
場
近
く
の

空
き
地
の
使
用
許
可
を
要
請
。
こ
れ
に
対
し
市
役
所

側
は
、
当
該
地
は
宇
部
市
の
土
地
か
未
明
の
土
地
で

あ
る
た
め
「
許
可
」
す
る
立
場
に
な
い
旨
回
答
。 

３
．
市
民
へ
の
教
育 

「
宇
部
市
石
炭
記
念
館
」
へ
の
展
示
に
つ
い
て
CG
化

を
専
門
家
に
依
頼
中
。 

４
．
追
悼
集
会
へ
の
協
力 

宇
部
市
後
援
に
つ
い
て
、
拒
否
す
る
旨
の
回
答
書
を

得
、
こ
れ
に
つ
い
て
協
議
。
拒
否
の
理
由
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
以
前
の
市
長
見
解
と
矛
盾
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
。
再
検
討
を
要
請
。 

５
．
「
遺
骨
等
の
収
集
と
返
還
」
「
追
悼
碑
へ
の
協
力
」

に
つ
い
て
は
時
間
が
無
く
継
続
。 

第
33
回
協
議
会
は
３
月
か
４
月
開
催
の
予
定
。
日

程
は
市
役
所
よ
り
の
連
絡
待
ち
。 

【
関
係
資
料
収
集
】 

紙
媒
体
資
料
と
映
像
資
料
の
い
ず
れ
も
、
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
行
中
。
将
来
的
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
解
説
し
設
置
し
て
い
く
予
定
。 

【
資
料
の
発
刊
】 

１
．
韓
国
で
出
版
さ
れ
て
い
る
長
生
炭
鉱
に
関
す

る
書
籍
の
日
本
語
版
出
版
に
向
け
て
、
遺
族
会

を
介
し
て
著
者
と
の
連
絡
調
整
を
継
続
。 

２
．
当
会
創
立
25
周
年
に
当
た
り
『
記
念
誌
』
を

『
証
言
・
資
料
集
』
第
三
集
と
し
て
次
回
追
悼

集
会
で
の
発
刊
を
目
標
に
準
備
継
続
。 

【
山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
へ
の
補
助
金
停
止
問
題
】 

１
．
「
朝
鮮
学
校
を
支
援
す
る
山
口
県
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
に
参
加
協
力
し
、
毎
月
開
催
の
県
庁
前

抗
議
行
動
と
座
談
会
な
ら
び
に
下
関
市
役
所
へ

の
申
し
入
れ
行
動
に
引
き
続
き
参
加
。 

２
．
宇
部
市
議
会
へ
の
請
願
に
つ
い
て
『
議
会
だ

よ
り
』
報
告
に
、
市
教
委
の
憲
法
と
国
際
条
約

に
つ
い
て
の
未
検
討
発
言
が
削
除
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
、
９
月
８
日(

木)

修
正
の
要
望
書

を
提
出
。
10
月
12
日(

水)

付
で
回
答
書
を
得
る

も
不
十
分
で
あ
り
、
11

月
７
日(

月)

付
で
再
度

要
望
書
を
提
出
。
文
書
で
の
回
答
待
ち
。 

３
．
同
校
に
対
す
る
寄
付
金
に
つ
い
て
、
９
月
９

日(

金)

申
込
書
を
提
出
。
９
月
23
日(

金)

付
不
受

理
の
回
答
。 

４
．
10
月
21
日(

金)

付
宇
部
市
教
育
委
員
会
に
補

助
金
支
給
再
開
の
要
望
書
を
提
出
。
11
月
21
日

(

月)

付
拒
否
の
回
答
。 

【
そ
の
他
】 

「
第
７
回
部
落
解
放
・
人
権
確
立
を
め
ざ
す
県
民

の
集
い
」
に
井
上
共
同
代
表
を
派
遣
し
出
店
。 

「
第
３
回
ニ
ッ
コ
リ
し
よ
う
パ
レ
ー
ド
」
に
参
加
。

出
店
。 
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11/30 までに有識者・団体代表などに呼びかけたと

ころ、この 43 名の方々に賛同をいただきました。 

今後、宇部市の対応次第では、幅広く市民へ訴え、

賛同者を増やしていくことも検討しています。 

ご支援・ご協力をよろしくお願いします。 
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二
度
と
歴
史
を
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い 

公
人
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
許
さ
な
い
会 

松 

岡 

節 

子 

  

２
０
１
６
年
５
月
福
岡
の
市
民
が
集
い
公
人
の
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
許
さ
な
い
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
４
月
14
日
の
熊
本
地
震
の
折
、
「
『
朝

鮮
人
が
井
戸
に
毒
』
に
大
騒
ぎ
す
る
ネ
ト
ウ
ヨ
と
ブ

サ
ヨ
ど
も
に
言
い
た
い
」
と
題
し
産
経
デ
ジ
タ
ル
に

寄
稿
し
た
行
橋
市
議
の
論
評
内
容
を
問
題
と
し
ま
し

た
。「
ま
ず
結
論
か
ら
述
べ
る
が
、
」
に
始
ま
る
「
『
朝

鮮
人
が
井
戸
に
毒
を
入
れ
た
』
と
言
う
デ
マ
が
飛
び

交
う
こ
と
に
対
し
て
は
仕
方
が
な
い
と
い
う
立
場
で

あ
る
」
と
書
か
れ
た
文
章
は
、
差
別
言
動
容
認
へ
の

立
場
で
あ
り
、
公
人
の
立
場
に
在
る
も
の
と
し
て
は

許
さ
れ
な
い
と
、
論
評
の
取
り
下
げ
と
謝
罪
を
求
め

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
も
立
ち
上
げ
か
ら
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
在
日
二
世
の
映
画
監

督
と
の
出
会
い
で
し
た
。 

 
 

 

 

呉
充
功
（
オ 
チ
ュ
ン
ゴ
ン
）
監
督
の
関
東
大
震
災
の

記
録
映
画
の
製
作
に
全
霊
を
懸
け
た
生
き
方
に
出
会

っ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。
２
０
１
５
年
に
５
回
に
渉

り
東
京
に
出
向
き
監
督
の
案
内
で
東
京
荒
川
、
豊
島
、

横
堀
町
の
東
京
都
慰
霊
堂
、
亀
戸
、
千
葉
馬
込
霊
園
、

船
橋
、
高
津
観
音
寺
な
ど
の
朝
鮮
人
が
殺
害
さ
れ
た

現
場
を
巡
り
ま
し
た
。
関
東
か
ら
程
遠
い
九
州
の
地

で
育
っ
た
私
に
と
っ
て
教
科
書
で
習
っ
た
震
災
の
記

憶
が
か
す
か
に
あ
り
ま
し
た
が
、
初
め
て
知
る
こ
と

ば
か
り
で
こ
の
事
実
に
激
し
い
衝
撃
を
う
け
ま
し
た
。

そ
れ
が
現
在
に
も
及
ぶ
日
本
社
会
の
根
深
い
問
題
だ

と
知
っ
た
の
は
、
４
月
熊
本
地
震
時
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
流
れ
た
悪
質
な
デ
マ
の
中
に
「
朝
鮮
人
が
井

戸
に
毒
を
入
れ
た
」
と
大
量
に
書
き
込
み
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
で
す
。 

 

１
９
２
３
年
９
月
１
日
に
起
こ
っ
た
Ｍ
７
．
９
の

関
東
大
震
災
で
１
府
６
県
が
被
災
し
そ
の
混
乱
の
中

で
朝
鮮
人
が
放
火
・
爆
弾
所
持
・
井
戸
に
毒
を
入
れ

て
い
る
な
ど
の
流
言
飛
語
に
よ
っ
て
各
地
で
在
郷
軍

人
・
青
年
団
員
・
消
防
団
員
を
中
心
に
自
警
団
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
自
警
団
に
よ
っ
て
多
く
の
朝

鮮
人
が
虐
殺
さ
れ
ま
し
た
。
時
の
政
府
は
、
震
災
直

後
の
９
月
２
日
に
は
戒
厳
令
警
告
を
宣
言
し
、
９
月

３
日
の
朝
に
は
、
海
軍
の
船
橋
無
線
送
信
所
か
ら
全

国
の
県
知
事
宛
に
電
文
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
政
府
が
積
極
的
に
不
安
を
か
き
た
て
、
流

言
を
広
げ
る
こ
と
に
関
与
し
た
と
伺
え
ま
す
。
（
※
資

料
１
） 

 
 

 

殺
害
さ
れ
た
朝
鮮
人
は
、
数
千
人
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
名
前
・
正
確
な
人
数
・
遺
骨
さ
え
わ
か
ら

※資料１ 「関東大震災朝鮮人虐殺の国家責

任を問う会」 パンフレットより 

 
活
動
日
誌(

前
回
た
よ
り
以
降) 

※
太
字
…
詳
細
は
記
事
に
て
紹
介 

２
０
１
６
年 

▽
９
月

日(
金) 

韓
国
観
音
宗
と
の
打
ち
合
わ
せ 

▽

月
４
日(
火) 

韓
国
国
慶
日
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

ニ
ッ
コ
リ
し
よ
う
パ
レ
ー
ド
打
ち
合
わ
せ 

▽

月
７
日(

金)

～
９
日(
日) 

見
な
お
し
世
な
お
し
フ
ォ
ー
ラ
ム 

▽

月

日(

月) 

無
窮
花
堂
の
秋
季
追
悼
式 

▽

月

日(

水) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ

ッ
ト
に
対
す
る
山
口
県
庁
前
座
り
込
み
・
座
談
会 

▽

月

日(

木) 

ニ
ッ
コ
リ
し
よ
う
パ
レ
ー
ド
打
ち

合
わ
せ 

▽

月

日(

金) 

第
７
回
運
営
委
員
会 

▽

月
４
日(

金) 

全
南
大
学

 

▽

月
９
日(

水) 
 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ

ッ
ト
に
対
す
る
山
口
県
庁
前
座
り
込
み
・
座
談
会 

▽

月

日(

金) 

証
言
資
料
集
作
成
の
た
め
の
作
業

会
議(

年
表
作
成) 

▽

月

日(

水) 

ニ
ッ
コ
リ
し
よ
う
パ
レ
ー
ド 

▽

月

日(

木) 

第
８
回
運
営
委
員
会 

▽

月

日(

金) 

第
７
回
部
落
解
放
・
人
権
確
立
を
め

ざ
す
県
民
の
集
い 

▽

月

日(

月)

～

日(

水) 

内
岡
貞
雄
共
同
代
表
が
沖
縄
で
遺
族
探
し 

▽

月

日(

火) 

第

回
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
問
題
解

決
協
議
会 

▽

月

日(

水) 
 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ

ッ
ト
に
対
す
る
山
口
県
庁
前
座
り
込
み
・
座
談
会 

▽

月

日(

金) 

第
９
回
運
営
委
員
会 
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な
い
状
態
で
す
。
当
事
帝
国
議
会
で
２
人
の
議
員
が

責
任
追
求
を
山
本
権
兵
衛
首
相
に
し
ま
し
た
が
、「
目

下
調
査
中
」
と
の
回
答
か
ら
、
93
年
を
経
た
現
在
で

も
国
家
に
よ
る
真
相
究
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
実
情

で
す
。 

 

呉
監
督
の
２
作
目
に
当
た
る
「
払
い
下
げ
ら
れ
た

朝
鮮
人
」
は
、
千
葉
習
志
野
に
あ
っ
た
陸
軍
の
収
容

所
に
保
護
の
名
目
で
収
容
し
た
朝
鮮
人
を
習
志
野
近

郊
の
村
人
に
引
き
取
ら
せ
殺
害
し
た
証
言
記
録
映
画

で
し
た
。
東
京
都
内
の
派
出
所
に
助
け
を
求
め
留
置

所
に
収
容
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
多
く
が
習
志
野
収
容
所

に
移
送
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
の
高
津
観
音
寺
に
は
犠

牲
者
の
魂
を
讃
え
る
普
化
鐘
楼
が
、
韓
国
の
シ
ム
・

ウ
ソ
ン
さ
ん
（
韓
国
民
族
劇
研
究
所
所
長
）
と
故
キ
ム
・

イ
ギ
ョ
ン
さ
ん
（
劇
団
現
代
劇
場
理
事
長
）
に
よ
っ
て
寄

贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
二
人
は
関
東
大
震
災
朝
鮮
人

虐
殺
の
真
相
究
明
の
た
め
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
、
又
自

費
を
投
じ
て
鐘
楼
建
立
に
奔
走
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
８
月
19
日
、
20
日
、
ソ
ウ
ル
に
お
い
て
初
の

関
東
大
震
災
93
周
年
追
悼
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
「
国
家
責
任
を
問
う
会
」
や
各
地
で
追
悼
・

調
査
を
行
っ
て
い
る
市
民
団
体
と
一
緒
に
、
「
公
人

の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
許
さ
な
い
会
」
か
ら
も
、
展

示
と
ア
ピ
ー
ル
の
為
、
２
名
（
私
も
）
参
加
し
ま
し

た
。
追
悼
式
の
前
夜
祭
に
は
監
督
の
三
作
目
に
な
る

「
93
年
間
の
沈
黙
、
１
９
２
３
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
の

予
告
編
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
埼
玉
で
殺
害
さ
れ
た

遺
族
探
し
の
内
容
で
し
た
。
上
映
会
場
に
は
埼
玉
、

亀
戸
で
殺
害
さ
れ
た
遺
族
が
来
ら
れ
て
い
て
、
未
だ

お
骨
が
無
い
仮
墓
に
せ
め
て
亡
く
な
っ
た
場
所
の
土

を
入
れ
て
あ
げ
た
い
と
の
言
葉
に
胸
が
詰
ま
り
ま
し

た
。
い
わ
れ
な
く
殺

害
さ
れ
た
か
た
が

た
の
無
念
と
、
２
代
、

３
代
に
も
続
く
遺

族
の
慟
哭
を
、
私
た

ち
日
本
社
会
は
加

害
の
歴
史
と
し
て

深
く
受
け
止
め
な

く
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
光
化

門
で
の
追
悼
式
で

は
今
年
83

歳
の
韓

国
の
人
間
国
宝
の

シ
ム
・
ウ
ソ
ン
さ
ん

が
、
ノ
ク
チ
ョ
ン
（
犠
牲
者
を
現
す
紙
人
形
踊
り
）
を
踊

ら
れ
ま
し
た
。
（
右
写
真
） 

 
２
０
０
９
年
か
ら
全
国
的
に
浮
上
し
表
面
化
し
て

き
た
在
日
朝
鮮
人
へ
の
ヘ
イ
ト
デ
モ
。
又
、
京
都
朝

鮮
学
校
へ
の
襲
撃
事
件
な
ど
に
現
れ
た
、
朝
鮮
学
校

で
学
ぶ
子
供
た
ち
に
対
す
る
不
当
な
差
別
な
ど
は
、

日
本
社
会
の
問
題
性
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
各
地
で
ヘ
イ
ト
デ
モ
を
止
め
た
取
り
組
み

や
、
「
長
生
炭
鉱
の
水
非
常
を
歴
史
に
刻
む
会
」
の

よ
う
に
個
々
の
地
道
な
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
と

の
出
会
い
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
日
本
人
の
一
人
一

人
が
植
民
地
政
策
に
起
因
す
る
朝
鮮
人
差
別
の
歴
史

に
向
き
合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
私
自
身
も
、

各
地
の
心
あ
る
方
々
と
情
報
を
共
有
し
、
交
流
し
な

が
ら
、
対
等
・
平
等
な
人
種
差
別
の
な
い
地
域
社
会

を
目
指
し
て
一
歩
で
も
努
力
し
て
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 
 

ノクチョン(犠牲者を表す紙人形踊り)を踊
る韓国の人間国宝 シム・ウソンさん(83 歳) 

『刻む会たより No.62』掲載記事の 

修正について 

前号掲載の愼蒼宇さんの講演報告の記事の中で、

３つの歴史的な固有名詞が間違っていると、読者

よりご指摘がありました。ご指摘ありがとうござ

います。以下のとおり修正します。 

いずれも 8 頁 中段 

・後ろから 11 行目：「第三次日韓条約」 

→「第三次日韓協約」 

・後ろから 1 行目：「伊藤博文総監」 

→「伊藤博文統監」 

・後ろから 1 行目：「長谷川好通」→「長谷川好道」 

去る 11/25、「第７回部落解放・人権

確立をめざす県民の集い」で李
リ

信
シ

恵
ネ

さんのお話を聞きました。李信恵さ

んは反ヘイト・スピーチ裁判(大阪地

裁で 9/27 勝訴)の原告です。裁判に

至る過程など、心の葛藤も含めたお

話に、差別を受けた心の傷の深さを

感じ、涙しました。裁判に至る経過

を綴った『＃鶴橋安寧』(影書房刊)

という本をその場で購入し、今読ん

でいます。        (山内) 
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大韓民国 対日抗争期強制動員被害調査及国
外強制動員犠牲者等支援委員会 編 

カンパ１０００円

以上で差し上げて

います。 

☆「正会員」と「賛助会員」の二種類があります。 

 正 会 員  会費： 個人 3,000 円／年 

  団体 5,000 円／年 

※総会議員となり、総会（５月）

での議決権を有します。 

 賛助会員 会費： 個人 1,000 円／年 

  団体 2,000 円／年 

ご希望の方は、①会費を添えて直接事務局へ持参下

さるか、②郵便振込用紙にて入会希望の旨を記載

し、会費を振り込んでください。 

※なお、会計年度は４月１日～翌年３月 31 日です。 

その他、カンパも随時受け付けています。 

会費又はカンパを下さった方には『刻む会たよ

り』をお送りします！ 

事務局で取り扱っている書籍のご案内です。ご希望の方は、事務局までご連絡ください！ 

山口武信さんを偲ぶ

様々な方々の寄稿や

山口武信さんの初期

の論文や NHK ラジオ

深夜便なども掲載さ

れています。 

ご希望の方に差し上

げます。 

今年は、韓国より観音宗の僧侶・信徒の方々

約 150 名が参列予定です。 

また、国内・韓国より犠牲者遺族をお招き

しています。ぜひご来場ください。 

また、遺族招聘のためのカンパも随時受け

付けています！ご協力をお願いします。 

追悼集会 ２０１７年２月１８日(土) 

14～16 時 

長生炭鉱追悼ひろばにて 

【長生炭鉱水没事故７５周年犠牲者追悼集会】 

※『たより』同封物 … 追悼集会チラシ、振込用紙 

 


